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１６）補足運動野における機能局在及び代償機能に関

する研究

代表研究者安栄良悟

くはじめに＞

補足運動野（supplementarymotorarea:ＳＭＡ）は、

前頭葉の一次運動野前方に存在し特に運動や言語の発

動に関与しているとぎれている。しかしその機能、局

在はいまだに未解明の部分が多い。脳神経外科手術に

おける同部の障害は一過性であることが多いにしろ、

特に言語障害については数か月に及ぶことがあり、患

者の生活レベルを著しく損なうことになる。特に＞脳

実質内腫傷切除においては機能温存の考えかたから、

従来の運動繊維、言語野のみならず、補足運動システ

ムについても考慮しなければならない。補足運動野で

の運動機能、言語機能の偏在につき検討した。
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①ノーマルボランティアを用いた検討

共同研究者の広島覚により施行。健常人ボランティ

アをつのりFunctionalMRIを施行。Fingertapping、

reading､vervegenerationのタスクをかける。同一人物
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